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導入                                        

  人権は組織ではありません。 進化し、変化します。それはバス旅行にたとえられます。

最初の停車地点は 1948 年、人権宣言年です。次のいくつかの停車地点で、新しい乗客が乗り

込み、車内で対話が始まります。何人かは降りてしまいます。さらに、次のいくつかの停車

地点で、新しい宣言がなされ、より深い省察、より広い対話がなされます。このバス旅行で、

私たちはすべての人の「命の権利」を脅かす、新しい問題を明確にします。そして、人権 

問題として取りあげるのです。                                                                    

祈りへの招き 

   国際修道会のメンバーとして、私たちは共通善のため、持てるものをすべて賭ける 

ように呼ばれています。また、特に、貧しい人々、社会の底辺に追いやられた人々と連帯 

するよう遣わされています。貧しい人々、社会の底辺に追いやられた人々に目を向けましょ

う。そして、すべての人が自分の居場所を見つけ、生き生きと生きることができるよう、 

正義に満ちた世界を実現しましょう。そして、旅の同行者となり支えてくださる神に心を 

開きましょう。 

体 験 

人権の「第 1 世代」である市民権に続き、社会への参与権である「第２世代」が 



起こりました。これらの権利は経済･社会･文化の権利に関する国際条項に記され、1966 年、

国連で採択され、1976 年、実施されました。最近では「第 3 世代」と呼ばれる進化する 

人権が起こっています。それは、発展、平和、自然環境に対する人々と国家の権利です。 

 

  人権概念の普遍要素に関する問題がすでに浮上しています。しかし、文化的多様性の 

ゆえに、これらの問題は慎重に取り扱われなければなりません。これは「第 3 世代」と呼ば

れる人権が要求する全体の権利(人々の権利)の実現を含むとき、より大きな問題となります。

なぜなら、これは、例外なく全体情況を現し、政治行動を求めるものだからです。しかし、

残念ながら、政治行動はいつも失敗に終わっています。 

 

  自由の基盤が経済イデオロギーである時、多くの国の世界市場は、社会の組織や価値観

の規制を受けません。経済大国と競争すれば、弱小国は負ける構造になっており、貧しい人々

は常により貧しく、豊かな人々はより豊かになるのです。 

 

  多くの多国籍企業は、密かにあるいは堂々と利潤を追及し、共通善などもはや認めない

というような勢いで運営をしています。これは特に投資銀行がそうだと言えます。投資銀行

は、個人投資家や国家の失墜さえいとわず、「株式市場の価格は、組み込まれたコンピュータ

ーが決定するため、農作物に関しても食糧価格が不必要に上昇するのだ」と言い訳をします。 

 

考 察  

  世代間の連帯意識に加えて、世代内の新たな連帯意識も、道徳的な意味で緊急に必要と 

されます。特に発展途上国と工業先進国の関係において、それが言えます。国際社会は再生 

不能な資源の開発を規制するための制度的手段を直ちに作る責務があります。その際、決定 



過程に貧しい国々も参与しなければなりません。未来のために共同で計画を立てるためです。

( 教皇ベネディクト 16 世 2010 年 世界平和の日メッセージ) 

 

正しい関係に由来する新しい行動は、自国や文化のアイデンティティを超え、多様では 

あるが一致した会として国際性を生きるよう促します。 

（メリー マーによる省察 2 月 3 日） 

  

行 動   

  人権の第３世代、すなわち、「発展」「平和」「食料」「安全環境」「国家･文化的資源の 

公平な受給」などの実現のため、私たちは何ができるでしょうか。 

 

  SSND の応答は明らかです。私たちは教育を通して世界と人々を変容することができると 

信じています。このことは、いわゆる第一世界の多くの国々では、私たちが使徒職を行う場で、 

この意識を高めるということを意味します。また、人権の第 3 世代を発展させるため、言動に 

よって貢献するということを意味します。 

 

  ババリア管区の多くの学校は、貧しい国々の施設や人々を支援しています。以下に２つ 

例をあげます。 

 ◔ ミュンヘン アンガーのテレサ・ゲルハルディンガー高等学校は「連帯行進」で基金を集め、

アルバニア エルバサンの児童施設に井戸を建設しました。 

 

 ◔ 生徒と保護者は、ガーナ スンヤニで緊急に必要とされていた新しい入浴場建設のため、 

寄付をしました。これは個々の生徒たちの支援に加え、教育を受けたメンバーがガーナの



発展のために貢献をし、完成したものです。 

 

  私たちが、できる限りフェアトレードの農産物を購入すれば、共同食糧生産を支援する

ことになり、それぞれの国の健康的な経済構造を発展させることができます。 

 

  私たちが、太陽発電など再生可能なエネルギーを使用すれば、健全な環境を作り出し、

維持することができます。また、大気中の二酸化炭素濃度を削減し、地球温暖化防止にも 

つながります。 

終わりの祈り 

  あわれみ深い神よ、あなたは私たちの壊れた状態をご存知です。私たちは互いに対話し

ますが、理解しません。条約に調印はしますが、仲良くしません。愛を語りますが、人々を 

不正議な状況に陥らせます。悪のサイクルを断ち切り、地の面を新たにできるよう、私たちに 

霊を送ってください。 

               S. マリアテレジア・ニップスチルド、S. ヨハンナ シュロックスサイス 
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